
愛

知

毎
年
10
月
に
加
盟
組
合
の
あ
る
病
院
・

施
設
を
訪
問
し
、
経
営
者
と
人
員
確
保
・

定
着
の
た
め
に
努
力
し
て
い
る
点
や
コ
ロ

ナ
禍
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
等
を
懇
談
、

秋
闘
で
の
誠
意
あ
る
回
答
を
要
請
す
る

「
加
盟
施
設
訪
問
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
10
月
3
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
10

月
中
で
32
施
設
を
訪
問
。
当
該
の
組
合
役

員
や
県
医
労
連
の
執
行
委
員
が
懇
談
に
参

加
し
、
26
組
織
の
べ
1
2
8
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

懇
談
で
は
、
第
7
波
で
コ
ロ
ナ
感
染
が

職
員
・
患
者
に
多
発
、
多
く
の
病
院
で
人

員
不
足
が
深
刻
化
し
、
残
業
や
夜
勤
回
数

の
増
加
、
新
人
の
離
職
増
、
メ
ン
タ
ル
不

調
者
の
増
加
等
に
つ
な
が
っ
て
い
る
実
態

が
経
営
者
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。
10
月
か

ら
の
病
床
確
保
料
の
変

更
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
高

騰
の
影
響
で
病
院
の
負

担
が
増
え
て
い
る
こ
と

も
多
く
の
病
院
で
話
題

と
な
り
ま
し
た
。

介
護
施
設
で
は
、
利

用
者
に
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
し
て
も
政
府
の
方

針
で
入
院
さ
せ
て
も
ら

え
ず
、
施
設
内
で
十
分

な
治
療
も
で
き
な
い
ま

ま
何
人
も
亡
く
な
っ
た

と
い
う
深
刻
な
状
況
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
県
医

労
連
の
執
行
委
員
会
で

も
情
報
共
有
し
、
11
月

の
県
交
渉
・
厚
労
省
交

渉
で
改
善
を
迫
ろ
う
と

話
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
始
ま

っ
た
「
大
幅
増
員
・
夜
勤
改

善
署
名
」
「
介
護
署
名
」
、

5
年
ぶ
り
の
「
看
護
職
員
の

労
働
実
態
調
査
」
に
つ
い
て

経
営
者
に
紹
介
。
「
コ
ロ
ナ

禍
で
日
本
の
脆
弱
な
医
療
体

制
と
医
療
・
介
護
職
が
根
本

的
に
足
り
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
大
幅
増
員
・

夜
勤
改
善
、
処
遇
改
善
の
取

り
組
み
を
共
に
推
進
し
て
頂

き
た
い
」
「
厚
労
省
や
県
要

請
の
際
の
大
切
な
デ
ー
タ
と

な
る
実
態
調
査
を
多
く
集
め

た
い
」
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
単
組

・
支
部
に
も
積
極
的
な
取
り

組
み
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

鹿
児
島

10
月
27
日
に
対
県
要
請
を
実
施
。
県
医

労
連
、
県
民
医
連
、
医
療
生
協
理
事
会
、

医
療
生
協
労
組
か
ら
8
人
が
参
加
し
、
平

良
県
議
会
議
員
に
も
ご
同
行
い
た
だ
き
ま

し
た
。
県
担
当
者
は
19
人
が
対
応
。
コ
ロ

ナ
禍
で
奮
闘
し
て
い
る
医
療
機
関
・
労
働

者
へ
の
経
済
支
援
等
を
訴
え
、
県
か
ら
回

答
を
求
め
ま
し
た
。

県
は
、
「
医
療
・
介
護
事
業
所
へ
の
電

気
・
水
道
・
光
熱
費
等
の
価
格
高
騰
に
対

す
る
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の

交
付
金
の
取
り
扱
い
を
県
と
し
て
対
応
・

検
討
を
進
め
る
」
「
県
内
の
医
療
機
関
、

高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者
向
け
に
8
月
以

降
コ
ロ
ナ
検
査
キ
ッ
ト
配
布
し
て
き
た
。

現
在
、
追
加
配
分
に
つ
い
て
県
内
の
医
療

機
関
・
高
齢
者
施
設
に
配
布
希
望
調
査
を

行
っ
て
い
る
」
な
ど
と
回
答
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
医
療

従
事
者
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
急
性
期
病

棟
の
看
護
師
か
ら
は
特
殊
勤
務
手
当
の
お

か
げ
で
、
第
7
波
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
と

感
謝
す
る
声
を
聞
い
た
一
方
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
防
護
服
等
を
着
用
し

て
コ
ロ
ナ
患
者
宅
に
訪
問
し
て
も
、
県
か

ら
の
補
助
金
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
と

聞
い
た
。
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
対

象
と
な
る
よ
う
拡
充
を
お
願
い
し
た
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

和
歌
山

10
月
4
日
、
県
医
労
連
と
民
医
連
の
合

同
で
、
和
歌
山
市
役
所
を
訪
問
。
コ
ロ
ナ

対
策
と
物
価
高
騰
対
策
を
求
め
た
緊
急
要

請
書
を
提
出
し
、
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
に
聞
き
取
り
を

行
い
、
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
問
題
に
対

し
、
「
無
料
で
抗
原
検
査
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
「
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
際
は
、
検
査
費
用

の
全
額
を
助
成
す
る
こ
と
」
「
発
熱
外
来

を
担
っ
て
い
る
医
療
機
関
へ
の
財
政
支
援

を
行
う
こ
と
」
「
医
療
機
関
・
介
護
事
業

所
で
陽
性
者
が
出
た
場
合
は
、
速
や
か
に

入
院
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
「
物
価

高
騰
に
よ
る
水
道
光
熱
費
、
消
耗
品
費
等

の
負
担
増
に
対
し
て
継
続
し
て
支
援
を
行

う
こ
と
」
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
7
日
に
は
、
和
歌
山
県
に

も「
医
療
機
関
・
介
護
事
業
所
の

経
営
を
守
り
、県
民
・
市
民
の
生

命
を
守
る
た
め
の
緊
急
要
請

書
」を
提
出
し
、懇
談
を
行
い
ま

し
た
。
和
歌
山
県
へ
の
要
請
行

動
は
今
回
で
15
回
目
で
す
。
県

か
ら
は
、
物
価
高
騰
対
策
と
し

て
「
介
護
事
業
所
で
の
ガ
ソ
リ

ン
代
や
水
道
光
熱
費
の
価
格
上

昇
分
の
半
額
相
当
を
費
用
補
助

す
る
」施
策
に
つ
い
て
、11
月
頃

か
ら
実
施
さ
れ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

制
度
は
一
度
だ
け
の
限
定
的
な
も
の
で
あ

る
為
、
県
医
労
連
か
ら
は
、
物
価
や
水
道

光
熱
費
、
検
査
費
用
の
高
騰
が
経
営
に
も

大
変
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
事
を
訴

え
、
継
続
性
の
あ
る
支
援
を
求
め
ま
し

た
。

２
０
２
２
年
秋
「
い
の
ち
ま
も
る
キ
ャ
ラ

バ
ン
行
動
」の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
報
告
か
ら
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

衆
議
員
厚
生
労
働
委
員
会
は
11
月
1

日
、
感
染
拡
大
時
に
病
床
確
保
や
医
療

が
提
供
で
き
な
い
医
療
機
関
に
罰
則
を

設
け
る
「
感
染
症
法
等
改
定
案
」
に
つ

い
て
参
考
人
質
疑
を
行
い
、
日
本
医
労

連
か
ら
佐
々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員
長

が
陳
述
を
行
い
ま
し
た
。

佐
々
木
委
員
長
は
、
大
阪
府
や
沖
縄

県
か
ら
の
医
療
従
事
者
の
派
遣
要
請
に

応
え
た
病
院
で
は
、
医
療
縮
小
や
長
時

間
労
働
な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
と
述

べ
、
「
派
遣
元
の
人
員
体
制
も
余
力
が

な
か
っ
た
の
で
、
夜
間
の
人
員
体
制
が

減
り
、
夜
勤
を
免
除
さ
れ
る
育
児
短
時

間
勤
務
中
の
看
護
師
が
夜
勤
を
求
め
ら

れ
た
」
な
ど
と
実
態
を
語
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
回
の
改
定
案
は
、
「
医

療
や
公
衆
衛
生
の
現
場
の
人
員
を
増
や

す
必
要
が
あ
る
と
い
う
視
点
が
ど
こ
に

も
な
い
」
「
平
時
か
ら
人
員
不
足
が
常

態
化
し
て
い
る
医
療
や
公
衆
衛
生
体
制

に
一
定
の
余
力
を
持
た
せ
た
人
員
配
置

を
行
わ
な
い
限
り
、
ま
た
も
や
医
療
崩

壊
や
介
護
崩
壊
、
保
健
所
機
能
ま
ひ
を

繰
り
返
す
だ
け
」
と
指
摘
。
「
医
療
・

介
護
現
場
に
責
任
を
持
つ
労
働
者
の
立

場
か
ら
、
今
回
の
改
定
案
は
今
後
の
感

染
拡
大
の
備
え
に
な
っ
て
い
か
な
い
と

考
え
る
。
平
時
か
ら
一
定
の
余
力
を
持

た
せ
た
体
制
こ
そ
、
有
事
の
際
の
備
え

に
つ
な
が
る
こ
と
を
強
調
す
る
」
と
訴

え
ま
し
た
。

私
は
ド
ラ
マ
が

好
き
で
よ
く
観
る

が
医
療
ド
ラ
マ
で

は
「
そ
ん
な
ん
な

い
や
ろ
」
と
言
い

た
く
な
る
も
の
も

多
い
。最
近
で
は
、

放
射
線
技
師
を
取
り
上
げ
た
「
ラ

ジ
エ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
」
で
主
人

公
は「
医
師
免
許
も
っ
て
る
や
ん
」

と
突
っ
込
ん
で
し
ま
っ
た
▼
10
月

20
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
ザ
・
ト
ラ

ベ
ル
ナ
ー
ス
」
は
、
ア
メ
リ
カ
帰

り
の
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
を
取
り
上
げ
た
ス
ー
パ
ー
ナ
ー

ス
的
な
内
容
か
と
思
い
き
や
、
も

う
一
人
の
主
人
公
で
あ
る
「
お
じ

さ
ん
看
護
師
」
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
の
言
葉
を
引
用
し
、
患
者
に
寄

り
添
う
看
護
を
実
践
し
て
い
く
よ

う
に
見
え
る
。
「
病
院
が
そ
な
え

て
い
る
べ
き
第
一
の
条
件
は
、
病

院
は
病
人
に
害
を
与
え
な
い
こ
と

で
あ
る
」
「
天
使
と
は
、
美
し
い

花
を
ま
き
散
ら
す
者
で
は
な
い
、

苦
悩
す
る
者
の
た
め
に
た
た
か
う

も
の
で
あ
る
」
が
引
用
さ
れ
た
。

ま
た
「
医
者
は
病
気
を
見
つ
け
て

病
気
を
治
す
。
ナ
ー
ス
は
人
を
見

て
人
を
治
す
」
「
手
の
ぬ
く
も
り

が
す
き
」
「
食
べ
る
こ
と
は
生
き

る
気
力
」
な
ど
の
言
葉
も
印
象
的

で
あ
る
▼
し
か
し
、
や
は
り
ド
ラ

マ
で
あ
る
。
医
療
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
食
事

介
助
で
患
者
を
治
す
場
面
も
あ
る

が
、
そ
う
し
た
あ
る
業
務
だ
け
を

請
け
負
う
看
護
師
が
将
来
誕
生
す

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
労
働
者
で
は
な

く
個
人
事
業
主
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
労
働
者
で
は
な
い
の
で
労
基

法
も
適
用
さ
れ
な
い
し
、
社
会
保

険
も
事
業
主
の
責
任
は
な
い
。
い

ま
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
！

全国各地で大奮闘

衆
議
院
厚
労
委
員
会

衆
議
院
厚
労
委
員
会

感
染
症
法
等
改
定
案

鹿児島・医療機関や労働者への経済支援等を訴えた県要請の様子

２０２２年秋・いのちまもるキャラバン行動２０２２年秋・いのちまもるキャラバン行動

佐
々
木
悦
子
委
員
長
が
陳
述

佐
々
木
悦
子
委
員
長
が
陳
述参考人質疑に立つ佐々木委員長

愛知・加盟施設訪問の様子（全医労豊橋支部）

和歌山・県担当者に要請書を渡す
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女性
労働者
女性
労働者

日
本
医
労
連
女
性
協
は
、
10
月

27
日
、
厚
生
労
働
省
記
者
ク
ラ
ブ

で
「
3
休
（
サ
ン
キ
ュ
ー
）
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
に
つ
い
て
、
女
性

協
初
の
記
者
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
（
写
真
）

記
者
発
表
に
は
、
日
本
医
労
連

の
佐
々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員

長
、川
上
真
理
女
性
協
事
務
局
長
、

五
十
嵐
真
理
子
女
性
委
員
が
参
加

し
、
調
査
で
集
約
し
た
9
1
5
5

人
の
声
を
訴
え
ま
し
た
。
新
聞
・

マ
ス
コ
ミ
に
も
広
く
報
道
さ
れ
ま

し
た
。

○
調
査
目
的

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
現
場
で

は
た
ら
く
女
性
労
働
者
の
実
態
を

つ
か
み
、
結
果
を
政
府
に
も
働
き

か
け
な
が
ら
母
性
保
護
拡
充
の
運

動
に
つ
な
げ
、
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
づ
く
り
に
生
か
す
。

○
調
査
期
間

2
0
2
2
年
4
月
〜
6
月
15
日

○
調
査
対
象

医
労
連
加
盟
組
織
内
の
医
療
・

介
護
・
福
祉
職
場
で
働
く
女
性
労

働
者

○
調
査
項
目

①
年
休
、
②
生
理
休
暇
、
③
連

休
の
取
得
状
況
、
④
母
性
保
護
の

た
め
に
求
め
ら
れ
る
休
暇
制
度

○
集
約
結
果

7
全
国
組
合
29
都
道
府
県
医
労

連
（
33
都
道
府
県
）
9
1
5
5
人

か
ら
回
答
集
約

調調
査査
結結
果果
概概
要要

①
【
年
休
】
取
得
状
況

年
休
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
5

割
が
10
日
以
下
の
休
み
し
か
取
得

で
き
て
お
ら
ず
、
法
に
触
れ
る
可

能
性
の
あ
る
5
日
以
下
の
人
は
1

5
7
2
人（
17
・
2
％
）で
し
た
。

特
に
介
護
職
に
お
い
て
は
、
26
・

1
％
と
、
4
人
に
1
人
が
5
日
以

下
の
取
得
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

年
休
を
取
得
し
な
か
っ
た
（
で

き
な
か
っ
た
）
理
由
は
、
「
人
員

不
足
」
39
・
4
％
で
ト
ッ
プ
。
次

い
で
「
自
分
や
家
族
の
急
な
用
事

の
た
め
に
と
っ
て
お
く
」
25
・
4

％
、
「
職
場
に
迷
惑
が
か
か
る
」

20
・
1
％
で
し
た
。（
図
①
）「
人

員
不
足
」と
回
答
し
た
職
種
別
は
、

「
看
護
師
」
46
・
0
％
、
「
放
射

線
・
検
査
」
41
・
7
％
、
「
介
護

職
」
32
・
6
％
で
し
た
。

②
【
生
理
休
暇
】
取
得
状
況

「
生
理
休
暇
」
を
「
毎
潮
時
取

っ
て
い
る
」
3
6
9
人
（
4
・
0

％
）
、
「
時
々
取
っ
て
い
る
」
3

0
4
人
（
3
・
3
％
）
、
「
取
っ

て
い
な
い
」
7
5
7
3
人
（
82
・

7
％
）
で
、
「
毎
潮
時
取
っ
て
い

る
」
と
「
時
々
取
っ
て
い
る
」
を

合
わ
せ
て
も
、
7
・
3
％
で
1
割

に
も
満
た
な
か
っ
た
。
「
取
っ
て

い
な
い
」
と
回
答
し
た
人
は
82
・

7
％
と
8
割
を
超
え
ま
し
た
。
全

労
連
女
性
部
調
査
時
（
2
0
2
0

年
）
に
は
、
「
取
っ
て
い
な
い
」

は
64
・
9
％
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
こ
の
2
年
で
約
2
割

も
増
え
て
い
ま
す
。
（
図
②
）

生
理
休
暇
を
取
得
し
て
い
な
い

理
由
と
し
て
、
「
周
り
が
誰
も
取

っ
て
い
な
い
」
約
半
数
、
「
仕
事

が
多
忙
で
雰
囲
気
と
し
て
取
り
づ

ら
い
」
や
「
人
員
不
足
」
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
自
由
記
載
に
は
、
「
制

度
を
知
ら
な
か
っ
た
」
「
生
理
休

暇
は
な
く
な
っ
た
」
「
症
状
が
ひ

ど
い
人
し
か
取
ら
な
い
で
と
言
わ

れ
た
」
な
ど
の
記
載
が
あ
り
ま
し

た
。さ

ら
に
鎮
痛
剤
服
用
に
つ
い
て

は
、
無
月
経
や
無
回
答
除
い
た
4

7
7
4
人
の
う
ち
、
「
毎
潮
時
飲

む
」
36
・
0
％
、
「
と
き
ど
き
飲

む
」
40
・
3
％
、
「
飲
ま
な
い
」

22
・
5
％
で
し
た
。
「
毎
潮
時
飲

む
」
と
「
と
き
ど
き
飲
む
」
を
合

わ
せ
る
と
76
・
3
％
と
約
8
割
の

人
が
鎮
痛
剤
を
服
用
し
て
お
り
、

こ
ち
ら
も
全
労
連
女
性
部
調
査
時

の
62
・
5
％
と
比
較
し
て
1
割
強

増
え
て
い
ま
す
。

③
【
連
休
】
取
得
状
況

連
休
を「
1
ヶ
月
に
1
回
取
得
」

は
3
0
5
0
人（
33
・
3
％
）「
1

ヶ
月
に
2
回
取
得
」
は
2
3
4
3

人
（
25
・
6
％
）
、
「
1
ヶ
月
に

3
回
取
得
」
は
1
4
8
1
人
（
16

・
2
％
）
、
「
取
れ
な
い
」
1
0

3
8
人
（
11
・
3
％
）
で
し
た
。

1
ヶ
月
に
1
回
し
か
取
得
で
き

な
か
っ
た
職
種
で
多
か
っ
た
の

は
、
「
看
護
職
」
40
・
0
％
と
4

割
を
超
え
ま
し
た
。
次
い
で
「
介

護
職
」
32
・
5
％
、
「
医
師
」
31

・
8
％
で
し
た
。

自
由
記
載
に
は
、
「
2
〜
3
ケ

月
に
1
回
取
れ
た
ら
い
い
」
「
3

月
は
な
か
っ

た
」
「
連
休
は

年
に
1
回
ぐ
ら

い
。
人
数
が
少

な
い
の
で
数
日

休
み
を
取
る
こ

と
に
抵
抗
が
あ

る
」
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し

た
。女

性
協
は
、

継
続
し
て
「
3

休
を
と
ろ
う

！
」
と
呼
び
か

け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
現
場
で
は
、
慢
性

的
な
人
手
不
足
の
う
え
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
権
利
が
行
使
で
き
な
い

状
況
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
年
休
・
生
休
・
連
休
は
働
く

者
の
権
利
で
す
。
当
た
り
前
の
権

利
が
当
た
り
前
に
取
得
で
き
る
環

境
整
備
と
人
員
体
制
は
喫
緊
の
課

題
だ
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

現
在
、
秋
の
母
性
保
護
月
間
で

す
。
「
3
休
を
取
ろ
う
ポ
テ
ッ
カ

ー
」
を
職
場
に
掲
示
し
意
識
的
な

呼
び
か
け
で
、
母
性
を
ま
も
り
笑

顔
で
働
き
や
す
い
職
場
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

調
査
結
果
は
、
日
本
医
労
連
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の﹇
各
種
調
査
結
果
﹈

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

現
場
で
は
ま
だ
ま
だ
生
理
休
暇
を
取
得
し
づ
ら
い
状
況
で
す
。

そ
こ
で
改
め
て
生
理
休
暇
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
学
習

交
流
集
会
「
み
ん
な
の
生
理
研
修

生
理
を
語
ろ
う
」
を
、
完
全

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し
ま
す
。
前
半
は
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
㈱

の
講
義
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
後
半
は
日
本
医
労

連
女
性
協
の
特
別
報
告
と
全
体
交
流
を
行
い
ま
す
。

声声声

当たり前に取得できる
「人員体制」もとめ

サン キュー

３休調査アンケート結果

「
希
望
し
て
取
っ
た
年
休
は
一
日
も
な
い
」

医療介護に働く
人の9‚1559‚1559‚155

「
生
理
が
辛
す
ぎ
て
ホ
ル
モ
ン
抑
制
剤
使
用
」

「
連
休
は
２
〜
３
カ
月
に
１
回
取
れ
た
ら
い
い
」

―
3
休
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
自
由
記
載
よ
り
―

３
休
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
概
要

３
休
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
概
要

をを
年休
生休
連休

ＱＲコード

22
秋
母
性
保
護
月
間
「
3
休
ポ
テ
ッ
カ
ー
」

女
性
協

女
性
協

年休取得できなかった理由

生理休暇取得状況図２図２

図１図１

Ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
を
話
そ
う
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１０
月
２２
日
、
日
本
医
労
連
は
「
第
２４
回
一
般
病
院
（
民
間
病
院
）
労

組
全
国
交
流
集
会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
し
、
９
県
医
労
連
１６

単
組
支
部
か
ら
２４
人
が
参
加
。
集
会
で
は
、
職
場
実
態
を
交
流
し
、
２２

秋
闘
に
向
け
て
の
意
思
統
一
を
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
福
岡
県
立
大
学

人
間
社
会
学
部
教
授
の
上
野
行
良

氏
に
、
「
つ
ら
い
な
と
思
っ
た
と

き
〜
傷
つ
け
る
心
、傷
つ
く
心
〜
」

と
題
し
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
上
野
氏
は
人
を
で
き
る
だ
け

傷
つ
け
な
い
た
め
の
5
か
条
と
し

て
、「
①
睡
眠
を
十
分
に
と
る（
7

〜
8
時
間
）
、
②
ア
ル
コ
ー
ル
を

避
け
る
・
控
え
る
、
③
多
忙
な
と

き
は
人
を
注
意
・
非
難
し
な
い
、

④
（
相
手
が
）
笑
顔
で
も
ノ
ー
と

言
っ
た
ら
も
う
し
な
い
、
⑤
人
の

忠
告
を
聞
く
」
と
説
明
。
ま
た
、

傷
つ
き
続
け
な
い
た
め
に
は
、「
①

困
っ
た
表
情
で
明
確
に
ノ
ー
と
い

う
、
②
人
権
機
関
・
上
位
の
力
を

使
用
す
る
、
③
自
分
を
す
ご
い
と

思
い
た
い
欲
求
と
距
離
を
と
る
、

④
妄
想
思
考
に
溺
れ
な
い
」な
ど
、

事
例
を
交
え
な
が
ら
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

分
散
会
で
は
、
職
場
で
起
き
て

い
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
や
、

組
織
拡
大
の
課
題
等
に
つ
い
て
交

流
し
ま
し
た
。

ま
と
め
で
坂
田
政
春
中
執
は
、

「
パ
ワ
ハ
ラ
の
問
題
は
人
手
不
足
。

人
手
不
足
が
ギ
ス
ギ
ス
し
た
職
場

を
生
む
。ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は『
犠

牲
な
き
献
身
こ
そ
真
の
奉
仕
』
と

言
っ
て
い
る
。
自
己
犠
牲
に
頼
る

奉
仕
活
動
は
医
療
の
仕
事
で
は
な

い
。
秋
闘
で
は
大
幅
増
員
と
賃
上

げ
を
経
営
者
に
せ
ま
っ
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

10
月
30
日
、
「
第
20
回
全
国
介
護
学
習
交
流
集
会
」
が
東
京
・
全

労
連
会
館
で
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
開
催
さ
れ
、
2
8
4
人（
現
地
37
人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。主
催
は
全
労
連
・
中
央
社
保
協
等
実
行
委
員
会
。

記
念
講
演
は
、篠
﨑
良
勝
氏（
聖

隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
准
教

授
）が「
介
護
労
働
の
専
門
性
に
つ

い
て
考
え
る
」
と
題
し
講
演
し
ま

し
た
。
冒
頭
で
「
今
回
の
学
習
テ

ー
マ
が
令
和
の
時
代
の
介
護
に
そ

ぐ
う
内
容
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
」と
し
て
、講
演
を
は
じ
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍

や
、
制
度
の
脆
弱
性
な
ど
の
影
響

か
ら
、
管
理
す
る
こ
と
が
介
護
に

な
り
、
尊
厳
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
を
参
加
者
に
気
づ
か
せ
る
講

演
内
容
で
し
た
。ま
た
、介
護
の
専

門
性
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
介

護
職
員
の
行
動
や
、「
普
段
通
り
の

こ
と
を
し
て
い
る
だ
け
」
と
い
う

介
護
職
員
の
申
し
送
り
ノ
ー
ト
か

ら
、
専
門
性
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
解
説
し
ま
し
た
。
講
演
の
最

後
に
は「
心
に
向
き
合
う
と
い
う
、

介
護
の
原
点
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
介
護
保
険
部
会
委
員

で
も
あ
る
花
俣
ふ
み
代
氏
（
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
）
が
「
次
期

改
定
に
向
け
た
介
護
保
険
部
会
の

動
き
」
と
し
て
報
告
し
ま
し
た
。

次
期
改
定
に
向
け
た
動
向
は
、
厳

し
い
話
合
い
が
続
い
て
い
る
。
し

か
し
、
議
論
の
テ
ン
ポ
が
足
踏
み

状
態
に
な
っ
て
い
る
と
し
、
介
護

保
負
担
の
二
割
化
や
、
要
介
護
一

・
二
の
保
険
外
し
な
ど
の
問
題
点

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

全
日
本
民
医
連
の
林
泰
則
事
務

局
次
長
が
「
中
央
社
保
協
の
『
提

言
案
』
に
つ
い
て
―
介
護
保
険
制

度
改
革
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、

提
言
案
を
解
説
し
た
う
え
で
、
学

習
・
議
論
を
広
げ
よ
う
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

最
後
に
、
中
央
社
保
協
の
林
信

悟
事
務
局
長
か
ら
の
行
動
提
起
、

集
会
宣
言
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
前
日
の
10
月
29
日
に
は
、

第
18
回
ヘ
ル
パ
ー
ネ
ッ
ト
総
会
が

東
京
・
全
労
連
会
館
で
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
一
年
間
の
取
り
組
み

の
振
り
返
り
と
方
針
、
世
話
人
の

提
案
が
行
わ
れ
、
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
特
別
報
告
で
は
、
東
京
の
仲

間
が
介
護
対
策
委
員
会
発
足
、
ヘ

ル
パ
ー
労
働
組
合
を
再
開
し
た
報

告
を
し
ま
し
た
。
同
じ
く
北
海
道

の
仲
間
は
介
護
に
笑
顔
を
北
海
道

連
絡
会
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま

し
た
。施
設
分
散
会
に
参
加
し
た
、

香
川
の
仲
間
は
、
全
体
会
で
分
散

会
交
流
の
報
告
と
、
介
護
制
度
の

抜
本
改
善
の
た
め
署
名
を
広
げ
よ

う
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

10月31日東京・虎の門で「社会保障
審議会介護保険部会」の部会開会前に
会場前で「制度の抜本的改善」求め宣
伝行動を行いました。日本医労連の寺
田雄中執は「介護施設は当たり前に1
人夜勤が横行している。牛丼屋では1
人夜勤が禁止され2人体制となった。
介護現場は国が制度と報酬を決めてい
る。国が制度を変えない限り状況が変
わらない。給付と負担のバランスや保
険制度について会議の中で真剣に議論
してほしい」と強く訴えました。

加
盟
組
織
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、と
り
ま
と
め
た「
届

け
た
い
！
私
た
ち
が
や
り
た
い
看
護
」
の
冊
子
に
は
5
人
の
識
者
の

方
々
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
岡
野
八
代

さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
1
0
0
を
超
え
る
看
護
師
の
み
な

さ
ん
の
声
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
は
例
外
な
く
、
医
療
の
現
場
で
も
っ
と

よ
り
良
い
ケ
ア
を
し
た
い
！
と
、
声
を
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、
み
な
さ
ん
は
、
良
い
ケ

ア
と
は
な
に
か
を
知
っ
て
い
ま
す
。
病
気
や
傷

を
治
療
す
る
と
い
っ
た
単
純
な
行
為
だ
け
が
ケ

ア
で
は
な
く
、
み
な
さ
ん
は
、
そ
の
患
者
さ
ん

が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り
、
ど
の
よ
う
な
環

境
・
家
族
に
あ
る
の
か
を
知
り
、
患
者
さ
ん
の

不
安
や
悲
し
み
、
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
こ

そ
が
ケ
ア
で
あ
る
、
と
き
に
は
、
患
者
を
心
配

す
る
家
族
に
ま
で
そ
の
ケ
ア
を
拡
げ
た
い
と
い

う
形
で
、
良
い
ケ
ア
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
い
ま
、
技
術
的
・
機
械
的
な
看
護

を
政
治
が
押
し
付
け
、
拡
が
り
を
も
つ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
介
し
た
、
一
人
ひ
と
り
の
患

者
さ
ん
に
寄
り
添
う
ケ
ア
が
出
来
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。そ
れ
は
も
は
や
、ケ
ア
の
な
い
看
護
と

い
う
矛
盾
し
た
も
の
で
あ
り
、
患
者
の
福
祉
を

傷
つ
け
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ケ
ア
と
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
認
識
し
て
い
る
看
護
師
で
あ
る

み
な
さ
ん
を
も
傷
つ
け
て
い
ま
す
。そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
ケ
ア
す
る
能
力
も
傷

つ
け
ら
れ
、
患
者
さ
ん
は
ま
す
ま
す
良
い
ケ
ア

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ

て
い
ま
す
。

新
自
由
主
義
―
―
す
べ
て
の
価
値
は
市
場
で

の
価
値
に
従
う
、
市
場
価
値
を
生
み
だ
す
活
動

こ
そ
が
優
れ
た
活
動
で
あ
る
、
政
治
は
市
場
の

論
理
に
従
う
べ
き
―
―
の
価
値
観
が
席
巻
し
て

い
る
た
め
、
ひ
と
を
育
ん
だ
り
、
癒
し
た
り
、

あ
る
い
は
た
だ
、
一
緒
に
時
間
を
過
ご
す
と
い

っ
た
行
為
の
価
値
が
著
し
く
貶
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
、
新
自
由
主
義
的
な
資
本
主
義

は
、時
間
は
金
銭
的
価
値
を
生
む
も
の
で
あ
り
、

技
術
革
新
に
よ
っ
て
生
産
力
は
増
え
る
は
ず
で

あ
り
、
よ
り
早
く
、
よ
り
少
な
い
労
力
で
効
率

的
な
生
産
を
せ
よ
と
命
じ
ま
す
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
資
本
主
義
的
な
考
え
方
は
、
み
な
さ
ん

が
い
ま
苦
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
ケ

ア
す
る
時
間
を
ど
ん
ど
ん
と
奪
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
ケ
ア
は
劣
化
し
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
看
護
職
に
あ
る
み
な
さ

ん
を
苦
し
め
る
ば
か
り
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

た
だ
、こ
の
よ
う
な
苦
し
み
の
な
か
で
も
な
お
、

み
な
さ
ん
に
は
し
っ
か
り
と
良
い
ケ
ア
と
は
な

に
か
を
知
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
資
本
主
義

で
あ
れ
、
看
護
の
実
践
か
ら
掴
ま
れ
た
知
を
奪

う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
日
本
社
会
を
覆

っ
て
し
ま
う
よ
う
な
新
自
由
主
義
に
抵
抗
で
き

る
知
と
経
験
を
み
な
さ
ん
は
お
持
ち
な
の
で

す
。
政
治
で
さ
え
、
資
本
主
義
の
下
僕
の
よ
う

に
な
り
下
が
っ
た
日
本
社
会
の
な
か
で
、
み
な

さ
ん
が
い
ま
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
矛
盾
は
、

人
間
の
尊
厳
を
経
済
的
な
儲
け
の
た
め
に
手
放

し
て
し
ま
っ
た
社
会
の
な
か
で
、
貴
重
な
抵
抗

の
拠
点
で
す
。

日
本
社
会
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
た
め
に
不

可
欠
な
看
護
は
、
み
な
さ
ん
の
日
々
の
実
践
の

な
か
で
な
ん
と
か
維
持
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
、

み
な
さ
ん
の
声
を
読
み
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
み
な
さ
ん
が
望
む
良
い
ケ
ア
が
実

現
さ
れ
る
社
会
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
尊
厳
が
大
切
に
扱
わ
れ
る
社
会
で
す
。

わ
た
し
も
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
良
い
ケ
ア

に
時
間
も
お
金
を
か
け
ら
れ
る
社
会
に
む
け
て

声
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

冊
子
の
デ
ー
タ
は
、
こ
ち
ら

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
も
し
く
は
日

本
医
労
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

増
員
・
賃
上
げ
勝
ち
と
ろ
う

増
員
・
賃
上
げ
勝
ち
と
ろ
う

第
２４
回
一
般
病
院
労
組
全
国
交
流
集
会

第
２４
回
一
般
病
院
労
組
全
国
交
流
集
会

良いケアに
時間もお金をかけられる社会へ
声を上げよう

良いケアに
時間もお金をかけられる社会へ
声を上げよう 岡野 八代氏

同志社大学教授

届けたい！私たちがやりたい看護

介護保険制度の抜本的改善求め介護保険制度の抜本的改善求め

あげる時あげる時
２０２２年（第２０回）全国介護学習交流集会２０２２年（第２０回）全国介護学習交流集会

今こそ今こそ

識者コメント

２２秋闘

声
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●2022年11月23日（水）
13：00～17：30
●オンライン（Zoom）開催

【日程】
12：30 Zoom接続開始
13：00 開会
13：15 記念講演
「住み続けられる地域を守
る―医療提供体制の再編と
公立・公的病院削減政策の
破綻と再生―（仮題）」
日本医療総合研究所
研究・研修委員
寺尾 正之 氏

14：30 基調報告
15：10 特別報告
16：10 参加者か

らの報告
17：30 閉会

医労連の１０００ある単組・支部で運動に、組
織拡大に奮闘する「ふやす人」をご紹介します。
今回は、全労災の金尾智美さんです。

横
浜
労
災
病
院
は
私
が
全
労
災
に
加
入

す
る
10
年
前
ま
で
は
、
5
人
の
組
合
で
し

た
。
し
か
し
、
毎
年
4
月
の
1
週
間
を「
新

人
加
入
呼
び
か
け
強
化
週
間
」
と
し
て
、

全
労
災
本
部
・
神
奈
川
県
医
労
連
・
日
本

医
労
連
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
組
合
に
つ
い
て
の
説
明
・
宣
伝
を

し
ま
し
た
。

強
化
週
間
で
は
、
医
労
連
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
お
菓
子
を
渡
し
な

が
ら
、医
労
連
共
済
の「
み
ん
な
の
助
け
合

い
ア
ン
ケ
ー
ト
」も
お
こ
な
い
、新
人
へ
組

合
に
つ
い
て
説
明
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
医
労
連
共
済
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
毎
年
数
回
お
こ
な
い
、
共
済
加
入
率

で
は
何
度
も
表
彰
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
少
し
ず
つ
で
す
が
、
組
合
の
必
要
性

を
理
解
し
て
も
ら
え
、
つ
い
に
今
年
は
総

数
90
名
の
組
合
員
数
と
な
り
ま
し

た
。組

合
掲
示
板
が
職
員
更
衣
室
に

あ
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
宣
伝
活

動
が
厳
し
い
時
も
頻
回
に
組
合
に

つ
い
て
掲
示
を
お
こ
な
い
、
「
見

え
る
組
合
」
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
組
合
の
必
要
性
を
感
じ

て
も
ら
い
、
仲
間
を
増
や
し
て
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全労災横浜支部 支部長
金尾智美さん（看護師）

●
開
会
集
会

国
内
外
の
運
動
を
大
交
流

11
月
26
日
（
土
）
10
時
〜
12
時

●
シ
ン
ポ
・
分
科
会

学
習
と
交
流

11
月
26
日
（
土
）
13
時
半
〜
16
時
半

●
閉
会
集
会

こ
れ
で
い
い
の
？
日
米
安
保

11
月
27
日
（
日
）
10
時
〜
12
時

●
参
加
登
録
方
法

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
登
録
の
み

●
参
加
登
録
費

一
般
5
0
0
円

学
生
・
被
爆
者
・

戦
傷
者
・
障
害
者
3
5
0
円

●
詳
細

医
労
連
発
0
8
0
号 【会場】

エデュカス東京7Ｆ会議室 Web併用
【日程】
〈1日目〉12月6日（火）
13：00 会場・Ｚｏｏｍ受付開始
13：30 開会 日本医労連代表あいさつ
13：40 講演
「なぜ、日本の賃金は上がらないのか（仮題）」
独立行政法人
労働政策研究・研修機構統括研究員

呉 学殊 氏
15：20 春闘構想
「2023春闘での日本医労連のたたかい」

森田 進 書記長
16：00 討論
17：00 休会
〈2日目〉12月7日（水）
9：00 会場・Ｚｏｏｍ受付開始
9：30 討論・争議対策会議
11：30 まとめ集会
12：00 閉会
【参加対象】
①日本医労連中央執行委員
②全国組合・都道府県医労連の役員、各組織の
主要中心単組代表など

全
数
届
出
見
直
し
で
変
更

9
月
26
日
か
ら
国
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
全
数
届
出
を

見
直
し
ま
し
た
。

発
文
書
で
ご
案
内
の
通

り
、
全
数
届
出
の
見
直
し

に
よ
り
「
届
出
対
象
外
」

と
な
る
陽
性
者
に
つ
い
て

保
健
所
は
療
養
証
明
書
の

発
行
を
取
り
や
め
ま
し

た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
医

労
連
共
済
で
は
、
「
届
出

対
象
外
」
の
方
の
自
宅
療

養
・
ホ
テ
ル
療
養
に
つ
い

て
は
「
休
業
給
付
」
と
し

て
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

受
診
が
必
要
で
す

医
労
連
共
済
の
「
休
業

給
付
」
は
、
医
療
機
関
に

受
診
し
医
師
の
安
静
療
養

の
指
示
が
あ
る
こ
と
が
大

前
提
（
期
間
に
よ
り
ま
す

が
病
院
領
収
書
か
診
断
書

の
提
出
が
必
要
で
す
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

え
で
、
医
師
に
安
静
療
養

を
指
示
さ
れ
た
期
間
の
う

ち
、
連
続
5
日
以
上
職
場

を
休
職
し
た
期
間
を
「
休

業
給
付
」
の
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
も
同
様
で
す

「
休
業
給
付
」
は
、
特

定
の
病
名
に
必
ず
給
付
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
で
も
、
前
段
の
期
間

の
考
え
方
で
連
続
5
日
以

上
に
な
ら
な
い
場
合
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
で
も
、
検

査
キ
ッ
ト
の
み
で
受
診
扱

い
で
な
い
場
合
は
対
象
外

で
す
。
罹
患
さ
れ
た
場
合

は
受
診
し
て
下
さ
い
。

単
組
の
活
動
が

基
本
で
大
切

「
井
の
中
の
蛙
大
海
を
知

ら
ず
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
は

中
国
の
思
想
家
・
荘
子
に
よ

る
も
の
で
す
。
狭
い
世
界
に

い
て
見
識
が
陳
腐
な
も
の
に

な
る
こ
と
を
戒
め
た
も
の
で

す
。
荘
子
の
言
葉
は
こ
こ
ま

で
で
す
が
、
中
国
か
ら
日
本

に
渡
り
、
こ
の
続
き
が
付
け

加
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が

「
さ
れ
ど
空
の
深
さ
を
知

る
」
で
す
。
多
く
の
国
と
国

境
を
接
す
る
大
陸
の
国
で
、

井
の
中
に
だ
け
い
る
こ
と
を

戒
め
る
の
も
興
味
深
い
で
す

が
、
井
の
中
に
意
味
を
見
出

す
日
本
の
発
想
も
独
特
な
気

が
し
ま
す
。

今
の
時
期
、
年
末
一
時
金

を
め
ぐ
り
、
各
単
組
（
企
業

単
位
の
労
働
組
合
）
で
は
組

合
員
の
生
活
を
守
る
た
め
に

団
体
交
渉
や
ス
ト
ラ
イ
キ
行

動
な
ど
奮
闘
が
続
け
ら
れ
ま

す
。
職
場
の
組
合
員
に
寄
り

添
っ
て
、
職
場
で
力
を
あ
わ

せ
て
要
求
前
進
を
め
ざ
す
単

組
の
活
動
は
、
医
療
・
介
護

の
処
遇
改
善
、
安
全
・
安
心

の
医
療
・
介
護
の
提
供
、
労

働
組
合
運
動
を
強
く
大
き
く

す
る
た
め
に
不
可
欠
で
す
。

そ
れ
に
職
場
に
根
差
し
た
単

組
の
活
動
に
は
、
労
働
組
合

の
楽
し
さ
と
や
り
甲
斐
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。

「
井
の
中
の
蛙
」
が
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
使
わ
れ
方
を
す
る

の
で
、
職
場
を
井
の
中
に
な

ぞ
ら
え
る
よ
う
で
躊
躇
も
し

ま
す
が
、
職
場
の
仲
間
に
寄

り
添
う
単
組
の
活
動
は
、
労

働
組
合
の
「
さ
れ
ど
空
の
深

さ
を
知
る
」
こ
と
が
で
き
る

大
切
な
活
動
で
す
。

物
価
高
騰
や
医
療
・
介
護

の
厳
し
い
職
場
実
態
か
ら
出

さ
れ
る
要
求
は
切
実
で
、
年

末
一
時
金
で
も
23
春
闘
で

も
、
労
働
組
合
へ
の
期
待
も

高
ま
る
ば
か
り
で
す
。

茹
で
ガ
エ
ル
に

な
る
前
に

一
方
で
、
「
さ
れ
ど
空
の

深
さ
を
知
る
」
こ
と
で
済
ま

せ
て
い
る
と
、
茹
で
ガ
エ
ル

の
ま
ま
立
ち
行
か
な
く
な
る

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
年
末
一
時
金
で

は
、
単
組
ご
と
の
到
達
は
交

渉
を
重
ね
た
貴
重
な
到
達
で

す
が
、
公
立
・
公
的
や
大
学
、

民
医
連
な
ら
民
医
連
な
ど
病

院
性
格
区
分
の
違
い
で
格
差

が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
春
闘

で
交
渉
し
て
成
果
も
生
ま
れ

て
い
る
非
正
規
職
員
の
賃
金

で
も
、
単
組
ご
と
で
多
少
の

違
い
は
あ
っ
て
も
、
お
お
む

ね
地
域
別
最
賃
に
強
く
影
響

さ
れ
て
い
ま
す
。

国
が
決
め
る
報
酬
制
度
で

同
じ
公
共
の
仕
事
を
し
て
い

て
も
、
公
務
・
民
間
や
正
規

・
非
正
規
、
地
域
に
よ
っ
て

賃
金
水
準
が
分
断
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
と
て
も
力
量
の
あ

る
単
組
で
も
、
単
組
の
交
渉

だ
け
で
は
分
断
に
よ
る
格
差

は
な
か
な
か
解
消
で
き
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
公
務
も
民
間

の
賃
金
が
足
か
せ
に
な
る
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

全
国
ど
こ
で
も
、
ど
こ
の

職
場
で
働
い
て
い
て
も
同
一

の
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
仕
組

み
を
作
っ
て
、
医
療
・
介
護

の
賃
金
底
上
げ
を
図
ら
な
け

れ
ば
、
医
療
・
社
会
保
障
費

を
抑
え
込
み
、
賃
金
を
あ
げ

な
い
日
本
社
会
で
の
暮
ら
し

は
厳
し
さ
が
増
す
ば
か
り
で

す
。産

別
結
集
で

大
海
に
出
よ
う

働
く
職
場
や
地
域
で
格
差

が
生
じ
る
状
況
を
解
消
す
る

に
も
、
安
全
・
安
心
の
医
療

・
介
護
提
供
体
制
を
つ
く
る

に
も
、
国
の
制
度
・
政
策
を

格
差
と
分
断
を
つ
く
ら
な
い

も
の
に
変
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

世
界
の
中
で
の
日
本
の
位
置

や
、
制
度
・
政
策
を
つ
く
る

政
治
の
状
況
、
そ
の
中
で
の

産
業
別
の
課
題
を
み
ん
な
で

共
有
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
空
の
深
さ
も
知
り
、
大

海
の
広
さ
や
様
子
も
知
る
取

り
組
み
が
、
避
け
て
は
通
れ

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

職
場
を
基
礎
に

産
別
結
集
を

こ
の
間
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
産
業
別
の
運
動
・
組
織

を
み
ん
な
で
大
き
く
す
る
産

別
結
集
を
呼
び
か
け
て
き
ま

し
た
。

秋
闘
の
後
半
戦
、
そ
し
て

23
春
闘
に
む
け
て
、
単
組
支

部
か
ら
産
業
別
組
織
の
基
礎

と
な
る
県
医
労
連
へ
の
結
集

を
、
運
動
面
で
も
財
政
面
で

も
体
制
の
面
で
も
強
め
ま
し

ょ
う
。
そ
の
先
に
要
求
の
大

き
な
前
進
が
あ
り
ま
す
。

内
田
博
之

日
本
医
労
連
「
２
０
２
３
春
闘
討
論
集
会
」
の
ご
案
内

医労連の「仲間ふやし」を広げよう医労連の「仲間ふやし」を広げよう

産別結集の強化で要求を大きく前進させよう

地
域
医
療
を
守
る
運
動

全
国
交
流
集
会
の
ご
案
内

地
域
医
療
を
守
る
運
動

全
国
交
流
集
会
の
ご
案
内

第13回第13回

新型コロナの扱いが変わっています

申し込み

2022年
（ご案内）日本平和大会2022年年
（ご案内）日本平和大会
なくそう!!日米軍事同盟・米軍基地なくそう!!日米軍事同盟・米軍基地


